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新型コロナウイルス“第 7 波“が全国に押し寄せています。

「ワクチンを接種していても感染する人が目立ち、感染力は強いと言われていますので、重症化リスク

が高い方は、かぜのような症状があったら無理せず自宅で休むほか、基本的な感染対策を徹底する

ことが重要だ」と言われています。改めて、感染症対策を徹底してください。

和光市議会６月定例会が終了しました。

6 月定例会では、元和光市職員の不祥事に関する調査特別委員会最終報告書が全会一致で議

決された他、和光市部設置条例の一部を改正する条例案が否決されました。

最終報告書で最も気になった点は、不祥事発覚の発端となった通報職員の公益通報に対する
松本前市長と大島副市長の対応です。
多くの皆さんにこの時の対応がどうであったかを知っていただくため、大まかな流れをまと

めてみました。なお、詳細については最終報告書をご覧ください。
平成３０年１２月４日午前
通報職員が、松本前市長に対し東内元市職員の現金着服の疑いについて報告及び通報。松本
前市長は、通報職員に対し、警察に行く前に、東内元市職員に対し、持ち出した現金がどうな
ったか状況を聞くこと、その上で誤魔化すようなそぶりがあったらすぐに警察に通報すること
を指示。
平成３０年１２月４日午後

① 通報職員は、東内元市職員が犯行の隠蔽を図ると判断し、通報職員のうち３名が、埼
玉県警本部に向かった。通報職員のうち市庁舎に残った職員が、県警本部に相談に行った旨を
大島副市長に報告。
② 通報職員が県警の警部補らと相談中、通報職員の携帯電話に大島副市長から電話があ

り、「もっと臨機応変に対応できないのか」、「他に重要な（新たな）事実があった」、「すぐに
協議を中止して戻ってこい」等と述べた。これに対して通報職員は、「これは公益通報でやっ
ている」、「市長の命令で来ている」等と述べて、その電話を切った。
平成３０年１２月５日朝
東内元市職員が元部下だった職員を呼び出して封筒を手渡し、会計課金庫室のロッカーに

入れるよう指示。午前８時３０分頃から８時５０分頃までの間に、元部下だった職員は、東内
元市職員から預かった封筒を、会計課金庫室のロッカーに入れた。

元和光市職員の不祥事に関する調査特別委員会最終報告書



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 
 

 
http://www.city.wako.lg.jp/var/rev0/0121/0975/122617151050.pdf

 

 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大島副市長も責任を取る必要があるのではないでしょうか 

最終報告書では、「前市長及び副市長が、上記ロッカーの確認を、職員の勤務時間中、か
つ他の職員の耳目に触れるオープンな方法で（しかも、前市長はその様子をスマートフォン
で撮影しながら）行ったことにも疑問がある。犯罪行為の可能性が指摘されている事実の確
認は、その秘密保持のためにできるだけ限られた人員で、勤務時間外に、他の職員の目に触
れないように行うべきであって、前市長及び副市長が上記のような確認方法をとったこと
は、当時の混乱状況を踏まえても、不自然と言わざるを得ない。」と指摘しています。 
 
松本前市長は東内元市職員の一連の不祥事に対する責任を取るため、令和３年５月８日付

で市長を辞職しています。そもそも副市長は市長が議会の同意を得て選任するものです。 
 大島副市長は松本前市長に選任された立場であり、松本前市長が辞職して次期市長選には
出馬しないという決断をされたのならば、それと歩調を合わせて大島副市長も辞職するべき
であったのではないでしょうか。 
 

赤松ゆうぞう議員のニュースレターへの反論 

和光市議会議員の欠員問題として、赤松ゆうぞう議員のコメント（赤松ゆうぞう・施政ニ
ュースレターより） 
 
和光市議会は定員１８名に対して、現在１７名と１名欠員となっています。 理由を選挙

管理委員会に問うと、昨年の市長選に立候補した吉田市議が選挙告示日に辞職した為、市議
補欠選挙が出来なかった。辞職が１１日前であれば欠員１名でも市長選に便乗した補欠選挙
を行えたとの説明。 (コメント) 市議は辞職する場合、時期を考える必要があります。１名
欠員すると１７名で議長が抜けて１６名となり、３月議会の自動運転サービスの採決が可否
同数となり、議長決済になった。また、欠員が 2 年間も続くとまちづくりにマイナスの影響
があります。今後、立候補者は後先の事を考えて戴きたいと思います。（※ 赤松ゆうぞう・
施政ニュースレター原文のまま掲載） 
 
私は、当時、朝霞地区議長会会長及び埼玉県五区議長会監事を務めており５月上旬に各総

会があり、任期途中に辞職することにより各方面に迷惑がかかると判断し、同市議会議員の
皆様にはその旨を伝え理解をしていただき、朝霞地区議長会会長及び埼玉県五区議長会監事
を最後まで務めさせていただきました。 
なお、補欠選挙を行うには莫大な予算がかかるので、和光市の財政難を考慮し、自動失職

を選択しました。 
 
私は、このような判断をし、議員のみなさんに同意を得た上で判断したにもかかわらず、

なぜ、赤松ゆうぞう議員からこのようなことを言われるのかわかりません。 
赤松ゆうぞう・施政ニュースレターをご覧になった市民の方からも、この記事について、

市議会に対し、内容を精査する要望が提出され、そのこと自体がもみ消されることのないよ
う、私にも議会に提出した文書と同じものが郵送されてきました。 
私からも議長に対し、しっかりと精査するよう、お願いしました。 
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